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本日のプレゼンテーション

 2015年3月期 連結決算概要

本日のプレゼンテ ション

 2016年3月期 連結業績見通し

 セグメント別業績見通し

 設備投資・減価償却費

 重点課題、新製品売上高比率 （2017 Challenge 30）

 新製品、研究開発

 財務状況
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平成27年3月期

決算説明会15年3月期 連結決算概要

＋23％3,7873,087売 上 高

前期比15年3月期14年3月期（億円）

＋33％611458経 常 利 益

＋39％616443営 業 利 益

＋53％415当 期 純 利 益

＋33％611458経 常 利 益

270
特別損益NET ▲79 *2*1 ▲47

＋53％415当 期 純 利 益 270
*2 競争法関連損失引当 ▲93億円

持分変動利益 ＋35億円他
*1 減損損失▲54億円、

中国がいし子会社清算損▲29億円他

前期比増収増益 売上高は過去最高 を更新

■セラミックス 米国・欧州・中国市場の乗用車販売や日米トラック販売が堅調に

*3 2008年3月期
3,649億円

*3

■セラミックス 米国 欧州 中国市場の乗用車販売や日米トラック販売が堅調に

推移し自動車関連製品の需要が増加

■エレクトロニクス 半導体製造装置用セラミックス製品の需要が増加

2015年1月に買収したNGKｴﾚｸﾄﾛﾃﾞﾊﾞｲｽ(旧:日鉄住金ｴﾚｸﾄﾛﾃﾞﾊﾞｲｽ)の2015年1月に買収したNGKｴﾚｸﾄﾛﾃ ﾊ ｲｽ(旧:日鉄住金ｴﾚｸﾄﾛﾃ ﾊ ｲｽ)の

1～3月期業績を反映

■電力関連 ＮＡＳ®電池 海外大口案件出荷により増収。がいし黒字化。
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平成27年3月期

決算説明会15年3月期 対前年増減

売 上 高 営 業 利 益
（億円）

NAS
その他

NASその他
為替影響

+19
616

3,787

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

為替影響

+101

+139 自動車関連

為替影響

+18

+62

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

△10

616

自動車関連

+157

自動車関連 +62
+16

443

+284

+87

443

3,087

’14/3 ’15/3 ’14/3 ’15/3

’14/3 ’15/3

為替レート

14/3

100円 /USD

134円 /EUR

15/3

110円 /USD

139円 /EUR
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平成27年3月期

決算説明会16年3月期 連結業績見通し

＋11％4,2003,787売 上 高

前期比16年3月期15年3月期（億円）

＋10％680616営 業 利 益

480415当 期 純 利 益

＋13％690611経 常 利 益

＋16％80415当 期 純 利 益

４期連続 増収増益

＋16％

４期連続 増収増益

■セラミックス 米・欧・中の乗用車販売堅調。新興国の販売回復や

排ガ 規制強化が寄与し 自動車関連製品の需要が増加排ガス規制強化が寄与し、自動車関連製品の需要が増加。

増産投資の費用が先行し利益は小幅増益に留まる。

■エレクトロニクス パッケージ事業の業績が通期で寄与し増収増益。ク ク ッケ ジ事業 業績 通期 寄与 増収増 。

■電力関連 コストダウン等によりブレークイーブンを目標。
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平成27年3月期

決算説明会16年3月期 対前年増減

売 上 高 営 業 利 益

（億円）

自動車関連
電力関連

+19 +10

その他

680

4,200為替影響

△10

電力関連 為替影響

+131
自動車関連

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

+8

616

680
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 電力関連

+27

為替影響

+2

+27

616
3,787

+263

’15/3 ’16/3予 ’15/3 ’16/3予

’15/3 ’16/3予

為替レート

15/3

110円 /USD

139円 /EUR

16/3予

115円 /USD

125円 /EUR
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平成27年3月期

決算説明会電力関連事業

電 力 関 連 事 業
●がいし ・海外は北米・中近東・東南アジアなど引き続き堅調。

・国内電力会社の設備投資は回復基調。高度成長期以降に設置したがいしの取替需要が徐々に増加。
取替需要の取り込みと更なるコストダウンにより収益拡大を図る。

●NAS ・前期に続き海外大口案件の出荷を予定

200

1,000

●NAS ・前期に続き海外大口案件の出荷を予定。
・本格的な需要立ち上りは再生可能エネルギーが普及する2020年頃となる見込み。

蓄電池導入の制度化を働きかけ継続的な受注獲得を目指す。
・コンテナ型パッケージの導入等によりコストダウンを推進する。

100
750

728750

（億円） <セグメント間売上消去後> （億円）【売上高】 【営業利益】

100

150

51

158

1
577 590

750

ＮＡＳ がいし・ＮＡＳ業績改善により
全体で当期ブレークイーブンを目標

0
0

500

がいし
△ 24

△ 39

△ 57

576 539 570 600
250

がいし

△ 100

'13/3 '14/3 '15/3 '16/3予

0

'13/3 '14/3 '15/3 '16/3予
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平成27年3月期

決算説明会ＮＡＳプレスリリース電力関連事業の見通し

国内で高度成長期以降に設置した がいしの取替が本格化

1000 [億円/10年]1000
懸垂がいし

がいしの取替需要が
今後拡大

国内総需要

0
'67～ '77～ '87～ '97～ '15～ '25～ '35～

今後拡大

再生エネルギーの導入増加で系統安定化対策の必要性が高まる
■大型蓄電池の世界市場規模 〔当社推定〕

［出力ＭＷ/年］

短時間用途
（３時間未満）

ＮＡＳ®電池の
将来需要に期待

250

（ 時間未満）

長時間用途
（３時間以上）

将来需要に期待

100 0 0350 0

2014    2015 2016    2017   2018                        2020～
(年度)
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平成27年3月期

決算説明会エレクトロニクス事業
350

エレクトロニクス事業

300

350
●電子部品

・2015年1月に買収したパッケージ事業を通年で反映し大幅増収。
シナジー効果を創出し、成長分野で収益拡大を図る。

●半導体製造装置用セラミックス（SPE）

250

●半導体製造装置用セラミックス（SPE）
・モバイル製品市場の拡大を背景に需要増。
・製品の高性能化と革新製法の確立によるコストダウンに注力。

●金属

1,200

1,400
（億円） <セグメント間売上消去後>

200

（億円）【売上高】 【営業利益】

・中国市場が拡大。新材料や新規用途品の開発により事業拡大を目指す。

416
788

1,070

1,000
150

営業利益率

電子部品

112

11348

145

114589

788

511
600

800

100

9.3%8.0%

0.9%

5.3%

100双信電機

156
243

315 335105

11277

200

400

31

63
50

SPE

172 186 215 205

0

'13/3 '14/3 '15/3 '16/3予

31
4

0

'13/3 '14/3 '15/3 '16/3予

金属
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平成27年3月期

決算説明会

平成27年3月期

決算説明会エレクトロニクス事業の成長戦略エレクトロニクス事業の成長戦略

パ ケ ジ事業半導体製造装置用セラミ ク 製品
2015年1月5日にＮＧＫエレクトロデバイス株式会社
（旧社名 日鉄住金ｴﾚｸﾄﾛﾃﾞﾊﾞｲｽ株式会社）を買収

M＆A パッケージ事業

水晶ﾃﾞﾊﾞｲｽ保護用 RFﾊﾟｯｹ ｼ

半導体製造装置用セラミックス製品
ﾓﾊﾞｲﾙ製品の増加、半導体の需要増を背景に

半導体装置の需要は高水準を維持

ﾏｰｹｯﾄ

(億ﾄﾞﾙ) (億ﾄﾞﾙ)

<主要製品>

水晶ﾃ ﾊ ｲｽ保護用
ｾﾗﾐｯｸﾊﾟｯｹｰｼﾞ

RFﾊ ｯｹｰｼ
携帯通信基地局
高周波ﾊﾟﾜｰｱﾝﾌﾟ

300

400

500 製造装置 設備投資額

3 000

4,000

5,000 半導体出荷額

(億ﾄ ﾙ) (億ﾄ ﾙ)

<主要製品>

NGKｴﾚｸﾄﾛﾃﾞﾊﾞｲｽ
多品種・量産技術

日本ガイシ
材料技術・高精度生産技術

100

200

300

1,000

2,000

3,000

シナジー効果

成長分野で収益拡大を図る

CMOSｲﾒｰｼﾞｾﾝｻｰ用、超小型水晶、光通信ﾃﾞﾊﾞｲｽ用 各種パッケージ年度 出典)製造装置：Gartner WFE

0

12 13 14 15 16 17

年度出典)半導体 ：WSTS

0

12 13 14 15 16 17

透光性アルミナウエハー
（ﾊｲｾﾗﾑTMｳｴﾊｰ）

窒化ガリウム
（GaN）ウエハー

ＳＡＷフィルター用
複合ウエハー

ウエハー新製品群の拡充新製品

LTEの普及で
温特改善SAWフィルターの

需要が増加 【適 先】 【適 先】需要が増加 【適用先】
・高周波ﾃﾞﾊﾞｲｽ

サファイア基板やアルミナ基板の
代替用途

【適用先】

・超高輝度LED素子

・高出力 青色・緑色レーザー

・次世代パワー半導体
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平成27年3月期

決算説明会セ ラ ミ ッ ク ス 事 業
1 400

セラミックス事業

1 200

1,400●自動車関連 ・乗用車販売は米国・欧州・中国で堅調。新興国も回復し、ハニカムの需要が増加。
・トラック販売は各国で増加。中国の排ガス規制強化（国４）も本格化し、大型担体の需要増。
・ディーゼル乗用車の一部でCd-DPFから SiC-DPFへの切り替えあり、Cd-DPFは一時的に需要減。
・欧州ディーゼル乗用車へのEuro6適用拡大によりＮＯｘセンサーの需要が大幅に増加。

1,000

1,200
・増産投資に伴う費用が先行し、増益は小幅に留まる。

●産業プロセス・医薬・電子・化学分野の景況改善により国内の設備投資は回復傾向。
事業再構築を進め収益改善を図る。

3,000

800 営業利益率

<セグメント間売上消去後>
（億円）

（億円）【売上高】 【営業利益】

199

200

240 340

210

1,908

2,271 2,380

2,000

2,500

580576

24.4%
25.4%

23.6%
600

産プロ

ＮＯｘセンサー

651

724

101

164

237

199

750
1,440

1,500

580576

450

18.0%

400
ハニカム

330

518
689 710

506

500

1,000

260200
Cd-DPF・
大型担体

265 376 418 370
0

'13/3 '14/3 '15/3 '16/3予

0

'13/3 '14/3 '15/3 '16/3予

SiC-DPF
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平成27年3月期

決算説明会自動車関連製品 需要動向
■乗用車販売台数推移 (万台) ■トラック後処理対象台数推移（万台）

自動車関連製品 需要動向
■ｵﾌﾛｰﾄﾞ後処理対象台数推移（万台）

400

500

8,000

10,000

12,000

■乗用車販売台数推移 (万台) ■トラック後処理対象台数推移（万台）

中国

中国・新興国を中心に年率4～5％で増加 トラック販売増と、新興国における
排ガス規制強化により、
後処理対象台数は急速に拡大 200

先進国を中心に規制強化が進む
新興国の需要本格化は2020年以降

■ｵﾌﾛ ﾄ 後処理対象台数推移（万台）

100

200

300

400

2 000

4,000

6,000

ｲﾝﾄﾞ・
ASEAN 他

中国

米国

米国

欧州

ｲﾝﾄﾞ・
ASEAN 他 100 米国

欧州

新興国

0

100

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

0

2,000

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

米国

日本

欧州

日本

■製品総需要見通し
(年度) (年度)

0

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
(年度)

日本欧州

3420034500348003510035400357003600036300366003690037200375003780038100384003870039000393003960039900

4000

製品総需要見通し

ＳｉＣ-ＤＰＦ ＮＯｘセンサー（容積） （容積） （本数）ﾊﾆｶﾑ Ｃｄ-ＤＰＦ・大型担体

欧州ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ乗用車へのEURO6適用拡大
により需要が急拡大

2020年に向けて新興国(ｲﾝﾄﾞ,東南ｱｼﾞｱ)で
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ乗用車の排ガス規制強化が進む

販売台数増と排ガス規制厳格化を背景に
需要は継続的に拡大

18300186001890019200195001980020100204002070021000213002160021900222002250022800231002340023700240002430024600249002520025500258002610026400267002700027300276002790028200285002880029100294002970030000303003060030900312003150031800321003240032700330003330033600339003420034500

5,000
2000

3000
により需要が急拡大ﾃ ｨ ｾ ﾙ乗用車の排ガ 規制強化が進む

27003000330036003900420045004800510054005700600063006600690072007500780081008400870090009300960099001020010500108001110011400117001200012300126001290013200135001380014100144001470015000153001560015900162001650016800171001740017700180001830018600

1000

03006009001200150018002100240027003000

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
0

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
0

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

中長期的に世界的に需要が拡大⇒グローバル生産体制の強化

(年度) (年度) (年度)
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平成27年3月期

決算説明会グローバル生産体制の強化
＊赤字は新規の設備投資

グローバル生産体制の強化

日本

＊赤字は新規の設備投資

ポーランド
第1工場

NOxｾﾝｻｰ工場を石川に新設(約83億円)
NOxｾﾝｻｰの生産能力を約70%増強

ベルギー

中国

ポーランド第2工場
(2017年生産開始) アメリカ

メキシコ
名古屋

第2工場を新設(約170億円)
SiC-DPFの生産能力を約30%増強
(2017年生産開始) 東南アジア(2017年生産開始) 東南アジア

新拠点設立検討
(2015年決定)

インドネシア

南アフリカ

ポーランド第2工場(SiC-DPF)・石川工場(NＯxｾﾝｻｰ)の新設を決定
東南アジアの新拠点設立検討を含め、各地で更なる能力増強を進める
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平成27年3月期

決算説明会設備投資・減価償却費

3年間で計1,500億円規模の設備投資計画

600
（億円）

125

560(計画)

500

600

125

400

500

23
39 52

312
284

304
300 エレ

設備投資

241
209

37039

200
セラ

減価
償却費

27

201 199
255

40

204 209 280

100

電力

20 11 16 25
27 30 27 40

0
'13/3 '14/3 '15/3 '16/3予 '17/3予 '18/3予

本社
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平成27年3月期

決算説明会重点課題

拡大する需要への対応
製品競争力の強化

自動車関連製品への
高依存からの脱却

グローバルな事業拡大
に応じた体制強化

リ ク対応
高依存からの脱却

リスク対応

グローバルな
生産能力の増強

既存事業の競争力強化
「新・ものづくり構造革新」

新製品
新規事業の創出

2017 Challenge 30

グローバル経営の強化
｢本社力アップ｣

・事業環境の変化や
法的要請への対応強化

継続的に新製品売上高比率
３０％以上を目指す

・有望テーマの早期事業化

・自動車関連製品を中心に
世界各地で増産を計画

・世界同時の工場建設
設備立上げ の対応

・技術先進性をベースに
製品バリューの向上

・革新プロセス確立による
コストダウン

2017 Challenge 30

・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・試作対応力
強化のため専門部署を設置

設備立上げへの対応 コストダウン

＋
コンプライアンスの徹底・強化

世界に通用する真のグローバル企業を目指す



平成27年3月期

決算説明会2017 Challenge 30

30%6,000（億円）

2017年度の新製品売上高比率を30%まで引き上げる 目標年度

2014年度
実績

20%
15%5,000

実績

4,000 3,787
全社売上高

3,000
エレ

3,087

2,000
セラ

1,000

電力 新製品
売上高

新製品
売上高

0
（2015年度） （2016年度） （2017年度）（2014年度）（2013年度）

売上高
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平成27年3月期

決算説明会新製品開発

亜鉛二次電池

新規開発したＯＨｲｵﾝ伝導性ｾﾗﾐｯｸｽ材料をｾﾊﾟﾚｰﾀに用い

亜鉛二次電池

亜鉛二次電池の開発を本格化。プロジェクトチームを新設。

・ＯＨイオンのみを通すセラミックスをセパレータに用いることにより、
亜鉛二次電池の実用化を阻害していた負極亜鉛デンドライトによる亜鉛二次電池の実用化を阻害していた負極亜鉛デンドライトによる
短絡問題を解決．

・ＮＧＫ独自技術を用いた亜鉛二次電池は、大容量、常温作動可能で、
水系電解液を使うため安全性が高く、設置場所自由度が高い．水系電解液を使うため安全性が高く、設置場所自由度が高い

分散電源、蓄電池、ICTを活用したスマートエネルギー社会において、
住宅やビル・病院・商業施設などの安全性と高容量が要求される用途

適 規模に最適な小～中規模用蓄電池

用

途

ビル地下コンビニ・商業施設戸建住宅

電池の大型ﾓｼﾞｭｰﾙ化技術を今年度中に確立．
長期信頼性を実証し、2017年度の製品化を目指す．

今
後
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平成27年3月期

決算説明会

（億円）

研 究 開 発

3 9%
4.5%4.6%

連結研究開発費 連結売上高開発費率
（億円）

3.8%3.7%3.9%
200

160

150 本社35

114 113
121

139

100
エレ

45

50

電力25

50

セラ55

0

’12/3 ’13/3 ’14/3 ’15/3 ’16/3予
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平成27年3月期

決算説明会連結 要約キャッシュ・フロー
（億円）

’14/3 ’15/3 ’16/3予

（億円）

営 業 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 326 730 600

投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー △212 △395 △590

財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 20 △260 100

現金及び現金同等物に係る換算差額等 34 13 △10

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 169 88 100

現 金 及 び 現 金 同 等 物 期 末 残 高 1,198 1,286 1,386
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総資産・ＲＯＥ / ＥＰＳ・配当
（億円） （円）

7,300

その他負債

有利子負債

純資産合計 147.00150

200

ＥＰＳ

配当金

（億円） （円）

5 630

6,142

7,022
7,300

127.11

82.82
100

150

1,562

1,730
5,233

5,630

34.98
50

1,314

1,558

1,673
20 20 2822

30

0

3 031
3,445

4,040
4,400

2,644
3,031

△
108.27
NAS®電池

災事
'12/3 '13/3 '14/3 '15/3 '16/3予 '12/3 '13/3 '14/3 '15/3 '16/3予

ROE △12.6% 4.2% 8.6%
配当

性向
- 22.0%11.4% 26.6%57.2%11.7% 20.4%

火災事故
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平成27年3月期

決算説明会事業別売上高（通期）
（億円）<セグメント間売上消去後>

13年3月期 14年3月期 15年3月期 16年3月期

が い し 576 539 570 600

（億円）<セグメント間売上消去後>

Ｎ Ａ Ｓ 1 51 158 150

電 力 関 連 合 計 577 590 728 750

ハ ニ カ ム 506 651 724 750

S i C - D P F 265 376 418 370

Cd-DPF・大型ハニカム 330 518 689 710Cd DPF 大型ハニカム 330 518 689 710

セ ン サ ー 101 164 240 340

産 業 プ ロ セ ス 237 199 200 210

ｾ ﾗ ﾐ ｯ ｸ ｽ 合 計 1,440 1,908 2,271 2,380

金 属 172 186 215 205

半導体製造装置ｾﾗﾐｯｸｽ 156 243 315 335半導体製造装置ｾﾗﾐｯｸｽ 156 243 315 335

電 子 部 品 77 48 145 416
双 信 電 機 105 112 113 114
ｴ ﾚ ｸ ﾄ ﾛ ﾆ ｸ ｽ 合 計 511 589 788 1,070
全 社 合 計 2,528 3,087 3,787 4,200
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平成27年3月期

決算説明会事業別売上高（上期・下期）
（億円）<セグメント間売上消去後>

15年3月期 16年3月期

上期 下期 上期 下期

（億円）<セグメント間売上消去後>

が い し 267 303 290 310
Ｎ Ａ Ｓ 15 143 110 40

電 力 関 連 合 計 282 446 400 350電 力 関 連 合 計 282 446 400 350

ハ ニ カ ム 351 373 375 375

S i C - D P F 204 214 195 175
Cd-DPF・大型ハニカム 320 369 350 360
セ ン サ ー 114 126 160 180
産 業 プ ロ セ ス 77 123 90 120産 業 プ セ ス 77 123 90 120
ｾ ﾗ ﾐ ｯ ｸ ｽ 合 計 1,066 1,205 1,170 1,210
金 属 107 108 100 105
半導体製造装置ｾﾗﾐ ｸｽ 144 171 165 170半導体製造装置ｾﾗﾐｯｸｽ 144 171 165 170
電 子 部 品 24 121 210 206
双 信 電 機 58 55 55 59
ｴ ﾚ ｸ ﾄ ﾛ ﾆ ｸ ｽ 合 計 333 455 530 540
全 社 合 計 1,680 2,107 2,100 2,100
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本資料は当社の経営方針、計画、財務状況等の
情報をご理解いただくことを目的としており、当社の
株式の購入、売却など、投資を勧誘するものでは
ありません。

本資料に記載されている業績目標及び数値等は
いずれも、当社グループが現時点で入手可能な
情報を基にした予想値であり、これらは経済環境、
競争状況、需要動向などの不確実な要因の影響を
受けます。

従って、実際の業績数値は、この配布資料に記載
されている予想とは大きく異なる場合がありますこと
をご承知置きください。
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〒467-8530 名古屋市瑞穂区須田町2-56

ＩＲ窓口 ： 財務部 開示グループ

Tel．（052) 872-7210    Fax．(052) 872-7160
E-mail： ir-office@ngk.co.jp

Website： http：//www.ngk.co.jp
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